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大宜味村方言の音韻について
―附  大宜味村四地点音調資料―
ウエイン・ローレンス
１.  はじめに
　大宜味村最北端の村、田
た
嘉
か
里
ざと
の方言の音調資料（ローレンス 2005）と同村最南端の村、
津
つ
波
は
の方言資料（前田 2004）に記載されている音調とを比べてみると、二拍名詞の場合の
三分の一は音調の型が一致しないことがわかる。田嘉里方言と津波方言の間の音調の対応
関係を解明すべく、2009年７月８日から13日にかけて大宜味村津波（2009年６月30日現在 
279世帯, 478人)、塩屋（同  254世帯, 577人）、根路銘（同  69世帯, 135人）、大兼久・大宜
味（同  127世帯, 310人）の四地点の方言を、名詞の音調を中心に、調査した。
　次節では田嘉里方言が北琉球祖語と不規則的な音調対応関係にあるいくつかの語彙項目
を中心に、大宜味村の諸方言が一つの方言区画をなすかどうかを究明する。第３節では、
田嘉里方言にみられる hu と Φu の対立がその他の大宜味村の方言にも存在することを指
摘する。第４節では、先行研究における音調の記述を、今回の調査で観察した音調に照ら
して紹介する。今回の調査で得られた大宜味村四地点の音調資料を本文の後に付録の形で
提示する。
２.  方言区画
　ローレンス（2005）では大宜味村田嘉里方言の音調体系を記述した｡１　語形は田嘉里方
言の音調パターンにしたがって分類した上で、北琉球祖語の系列（音調クラス）が推定で
きる名詞にはその系列を上付きのA、B、Cで注記したので、北琉球祖語の系列と田嘉里方
言の音調型の対応が不規則になっている単語は一目瞭然である。
　田嘉里方言では本来 A系列であったgai ｢蟹｣、 gaN ｢龕｣、 jui ｢篩｣、 mui ｢丘｣ の一音節二
拍の単語がB系列対応の音調（語末拍が高い）になっており、また北琉球祖語の A系列二
音節二拍語 ｢水｣、｢籾｣、｢桃｣、｢布｣ も同様にそれぞれ B系列対応音調のmizi,  mumi, 
mumu,  nunu に転化している。他の大宜味村の方言ではこれらの単語は下記の音調で発音
される。（空白は未調査項目）
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   ｢蟹｣  ｢龕｣ ｢篩｣ ｢丘｣
 大兼久 gai gaN jui mui
 根路銘 gai  jui mui
 塩　屋 gai gaN jui mui
 津　波 gai gaN jui mui
  ｢水｣  ｢籾｣  ｢桃｣ ｢布｣
 大兼久 mizi     （mumigara） mumu nunu
 根路銘 mizi mumi  mumu nunu
 塩　屋 mizi mumi mumu nunu
 津　波 mizi mumi mumu nunu
大宜味村喜如嘉方言も mumi（新里 1987：109）でB系列対応の音調である。この単語のA
系列音調からB系列音調への変化は田嘉里方言固有の変化ではなく、大宜味村全域にみら
れるものである。
　大宜味村に北接する国頭村の楚洲方言（琉球方言研究クラブ 1999：50-1）においても
｢水｣、｢籾｣、｢桃｣、｢布｣ はA系列対応音調からB系列対応音調に合流しており、奥方言（琉
球方言研究クラブ 1999：65）では ｢籾｣ と ｢桃｣ はB系列対応音調、｢水｣ は単独ではB系列
音調で、助詞付きの形はAとBの間の音調型、｢布｣（101頁）も単独ではB系列対応音調で
あると報告されている。沖縄言語研究センターの全集落調査資料では、辺野喜と宇嘉でも 
｢水｣ はB系列対応の miri である。この単語群がA系列からB系列へと音調の変化をおこし
ているのは大宜味村の方言のみならず、国頭村の方言も同じ変化を被ったことがわかる。
　一方、大宜味村の南に位置する旧羽地村稲嶺方言ではこの単語の音調は以下の通りであ
る。
　　
　　 ｢蟹｣ gai,  ｢丘｣ mui 
 参照： A系列  ｢血｣ cii、 ｢鳥｣ tui  
  B系列  ｢乳｣ cii、 ｢粉｣ Φuu ~ kuu  
  C系列  ｢今日｣ kuu ~ kuu-nu
　　 ｢水｣ mizi,  ｢籾｣ mumi、 ｢桃｣ mumu、 ｢布｣ nunu 
 参照： A系列  ｢鞍｣ kura、 ｢種｣ sani
  B系列  ｢茅｣ hajaa、 ｢耳｣ mimii、 ｢腿｣ mumuu  
  C系列  ｢茸｣ naaba、 ｢鍋｣ naabi
Hosei University Repository
− 111 −
旧羽地村稲嶺方言では当該の単語の音調はA系列のもので、北琉球祖語の分類をそのまま
継承している。これらの語形をA系列からB系列へと変化させた大宜味村と国頭村の諸方
言と一線を画する特徴である。
　A系列のはずであるsaNniN ｢月桃｣ も田嘉里方言ではC系列対応の音調（語末二拍が高
い）に変化しているが、これは上の例と別の現象であると思われる。津波方言もsaNniN 
というが、根路銘方言では uNnimuccigasa、大兼久方言ではumumucciigasa、喜如嘉方言
では ウヌムッチーガサ（山城 1994：46）という。<鬼餅を包む葉>が原義であろうが、現
在では「月桃の葉」はumumucciigasabaa（大兼久方言）で、-baaのない語形は木の名称を
表す。
　通時的には、unimuccii  ｢鬼餅｣  はある地域で母音の同化で unumuccii になったが、構
成素としてunuは意味をなさないことから、発音の近いumu ｢芋（などの球根)｣ に変化（結
果的には子音の逆行同化）して、umumuccii ができたと考えられる。
　津波の南にある名護市の旧羽地村稲峰方言では ｢月桃｣ muucigaasa という。この ｢（オ
ニ）モチガシワ｣ 系の単語は、古い ｢サンニン｣ 系の単語にひろく取って代わったと推定
できる。田嘉里方言ならびに津波方言にあるsaNniN は他方言からの借用形であると考えら
れる。田嘉里方言では借用語はC系列対応の音調で発音される（ローレンス 2005：78）か
ら、C音調対応になっているのはこれで説明される｡２
　大宜味村の諸方言では <台所（の土間）> のことを次のようにいう。
 田嘉里 Φukucici
 喜如嘉 フクチチ （山城 1994：53）
 大兼久 Φukucici
 根路銘 Φukucici
 塩　屋 Φukucici
 津　波 p’ukucici
国頭村辺野喜方言の┤Φukucici､３，４楚洲方言の Φukucici（琉球方言研究クラブ 1999：
84）はともに「埃」の意で、金武町並里のフクシチ「畳などたたいたとき出るごみ」(池原 
2004：357）や首里方言の hukucici「ごみ、ほこり」と同じ意味になっている。大宜味村
方言で <埃> から <台所の土間> への意味推移があったと考えられる｡５  
　旧羽地村の源
げん
河
か
と稲嶺ではプクチチの語形は知られていないし、今帰仁方言辞典（仲宗
根 1983）と本部町具志堅の方言辞典（仲里 2002）にもこの語形はない。1673年に塩屋か
Hosei University Repository
− 112 −
ら屋嘉比までの各村が国頭間切から分離して、また羽地間切から平
へ
南
なん
と津波の二カ村が分
離して、田港間切が成立したが、田港間切は1695年に大宜味間切に改称した。津波は1673
年まで羽地間切に属していたわけだが、上記のアクセントの対応、ならびにプクチチ ｢台
所（の土間）｣ の単語は、言語的に津波方言は他の大宜味村の方言に近く、旧羽地村の方言
の系統でないことを示す。
　大宜味村各方言に habu という単語がある。田嘉里方言の語彙集（宮城 2000：121）で
は ｢靄｣、津波方言の語彙集（前田 2004：108）では「曇って見えにくい」の意味となって
いる。決まって habu kwiiti という表現の中で使われるそうである。
　塩屋では habu は白内障のことをいう。国頭村辺野喜では白内障は haabui と言い、旧
羽地村稲嶺方言の haabui kwiiti miiraN ｢～見えない｣ は、靄がかかっている時や、海が濁っ
ている時に使う表現であるという。大宜味村の田嘉里、大兼久、根路銘、塩屋、津波の各
地点で habu になっている単語が北の国頭村と南の旧羽地村で haabui になっているのは、
周圏分布の haabui が古形で、habu は比較的新しく生じた語形であることを物語っている｡６
　以上のことから、次の系統関係が読み取れる。
　　　　　
国頭方言
大宜味村方言群
羽地方言
㋑
㋺
系統図では ㋑ はアクセントの変化、㋺ はプクチチの意味推移とハーブイ  ＞  ハブの語形
変化が起こった相対的時期を表している。津波方言を含む大宜味村の諸方言は一つの系統
的方言群を形成するが、上記の系統図にある国頭村の方言や旧羽地村の方言もそれぞれま
とまった区画をなすかどうかを見極めるためには更なる調査が必要である。
３.  hu と Φu の対立
　田嘉里方言には u の前では h と Φ の対立がある。[hu] は *ko に、[Φu] は *pu と *po 
に由来するのである。唇の摩擦を少しも伴わない [hu] の発音はこのたび調査した全方言に
観察された。
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 ｢甲烏賊｣
　　　国頭村　辺野喜 hugusimi
　　　大宜味村大兼久 hubusimi
　　　　　　　根路銘 hubusinumii
　　　　　　　塩　屋 hubusimi
　　　　　　　津　波 hubusimi
　　　旧羽地村稲　嶺 hubusimi
津波方言では *pu と *po は [pu] であるから、[Φu] は例外的にしか存在しない。iΦu ｢土
砂｣ はその一例で、津波方言にも hu と Φu の対立があることを示す。
　 ｢粉｣ は田嘉里方言では huu で、大兼久、根路銘、津波の諸方言も同じく huu であるが、
塩屋方言では Φuu、辺野喜方言では ˦Φu˥u、そして旧羽地村稲嶺方言では Φuu ~ khuu 
という発音になっている。だが、これは語彙的例外のようである。塩屋方言は humiru ｢水
鶏｣、hutabi ｢今年｣、t’ahu ｢蛸｣ など、hu の発音を含む語形を多く有している。
　塩屋方言では「男」は huiga と発音して、hu で始まる。喜如嘉方言で uhiga（新里 
1987：132; 山城 1994：71）という語形になっていることから、*wekega > *wehega > 
uhiga > huiga という一連の変化が想定できる｡７　名護市史編さん委員会（2006：375）で
は ｢雄
を
｣ の影響で、*we が *wo に変化して、後に規則的に u になった可能性が指摘されて
いるが、*we の e が脱落して、w が u に母音化したという変化の過程も考えられるので
はないだろうか｡８
４.  音調
　前田（2004）は音調表記付きの津波方言語彙集であるが、田嘉里方言の音調と比較する
と三つに一つの割合で符牒しない。また、前田（2004）では音調のゆれがかなりみられる。
　　 ｢島｣　sima（24頁, 46頁）  sima（99頁)
　　 ｢滝｣　takhi（46頁）  thaki（101頁)
　　 ｢芋｣　umu（10頁）  umu（30頁)
　　 ｢箱｣　phaΦu（50頁）  paΦu（108頁)
　　 ｢見せ物｣　miimuN（53頁） miimuN（112頁)
　琉球方言研究クラブ（1992：54）も同様に音調のゆれが目立つ。
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　　 ｢島｣　┤sima ~ sima 
　　 ｢水｣　┤mizi ~ mizi
　　 ｢畑｣　┤pharu ~ pharu 
　　 ｢台所｣　┤p’ukucici ~ p’ukucici
また、次のような両資料間の不一致もみられる。
　　 ｢馬｣　uma（前田 2004：30）   uma（琉球方言研究クラブ 1992：50）
　　 ｢雌｣　miimuN（前田 2004：42）   miimuN（琉球方言研究クラブ 1992：44）
　　 ｢埃｣　pukkuji（前田 2004：110）   ┤phukkui（琉球方言研究クラブ 1992：55）
　この度の調査では、上記のようなゆれは認められなかった。また、津波方言の一・二音
節語のほとんどは田嘉里方言ならびにその他の大宜味村諸方言と大同小異である。次の例
と末尾の付録を参照されたい。
 ｢新品｣   ｢雌｣  ｢見せ物｣  ｢雄｣ 
　　田嘉里 miimuN miimuN miimuN uumuN
　　大兼久 miimuN miimuN miimuN uumuN
　　根路銘 miimuN miimuN miimuN uumuN
　　塩　屋 miimuN miimuN miimuN uumuN
　　津　波 miimuN miimuN miimuN uumuN
　琉球方言研究クラブ（1992）では語頭拍（か音節）が高く発音される重起伏の音調が報
告されている。
　　hitimitimuN ｢朝食｣（39頁）
　　k’ukunuci ~ khukunuci ｢九つ｣（39、57頁）
　　mumusisii ｢腿｣（49頁）
　　tiizik’umi ｢こぶし｣（48頁）
　　toomorokosi ～ toomorokosi ｢とうもろこし｣（39、41頁）
この度の調査でもこの語頭隆起の発音は確認できたが、一拍目（一音節目） が高くなるの
ではなく、語末寄りの高音調が始まる二拍前までが高くなる発音が多かった。
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　　ʔuiruu  ｢紐｣
　　heeragusu  ｢唐辛子｣９
　　tamakuci  ｢遺骨｣
　　kaziraʔisi ~ kaziraʔisi  ｢軒下の石｣ 
この語頭隆起は音声的な現象で、音韻的なものではないと考えられる。
　田嘉里方言の前語末音節に長母音を含む C系列対応の名詞には語末のある…V▲▼CV とい
う特徴的な音調がみられる。大兼久方言はこれをそっくりそのまま持っているが、南へ行
くにつれて … V▲▼CV が多くなっていく。根路銘方言に saami ｢虱｣、suubu ｢勝負事｣、
diigu ｢梯梧｣ があるが、｢菓子｣ は k’waasi、｢笊｣ は sooki である（大兼久と田嘉里では k’
waasi、sooki）。塩屋方言には Φooki ｢箒｣、suuΦu ｢勝負事｣ はあるが、その他の二音節
語は CV▲▼CV に転じている。三音節語は taΦeeru ｢蝶｣、naccoora ｢海人草｣、cikkoohu ｢梟
｣ のように CVCV▲▼CV になっている（田嘉里・大兼久 CVCV▲▼CV）。津波方言にいたると、
…V▲▼CV はないようである。
　金田一（1960：62）は大兼久方言の二音節名詞の音調を次のように表している。
　　　A： ◯● ～ ◯◯
▲
型  　B： ◯● ～ ◯●
△
型  　C： ●◯ ～ ●◯
△
型
一方、私が観察した音調は次のとおりである。
　　　A： ●●（
▲
） 　　　　　 B： ◯●   　　　　　　 C： ●●（
▲
）（～ ●◯（
△
））
金田一（1960）のインフォーマントは 1939年の生まれで、本研究の1918年と1919年のイン
フォーマントより一世代若いことになることから、世代差による違いとも解釈できる。だ
が、金田一（1960：72）は大兼久方言の A型音調の前段階を ●◯ ～ ◯●
△
 のように再
建しているため、金田一にとって、今の老年層の音調の出自は問題になろう。
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註
１　これを機会に、ローレンス（2005）にある次の誤記を訂正させていただく。
　　　68頁　広場B  →  広場A
　　　69頁　iiN ｢縁側｣　HH  → LHH
　　　82頁　美里  →  見里
２　 本部町具志堅の方言では イヌムッチィガサ（天野 1979：213）ということから、近く
の今帰仁村与那嶺方言の saNniN（B/C系列対応の音調）も借用形といえよう。
３　宮城キヨ氏のご教示による。
４　 ┤は国際音声字母の一つで、中の高さを表す。同様に˥は次拍からが高い音調で、˦は
中と高の間の高さを表す。
５　 古宇利島方言に  プクビチ「台所」がある（古宇利誌編集委員会 2006：303）が、大宜
味村方言のプクチチとの関係は未詳である。
６　伊江島方言にも haabui ｢目がかすむこと｣ という語形ある（生塩睦子 1999：294）。
７　 田嘉里方言では「男」は uNga のほかに、ukiga ともいう。uNga は *uhiga から変化し
てできた語形であると思われる。
８　 同様の変化として、日本語の wo や wi の o/i が脱落して、残る w が u に母音化した
次の例が挙げられる。
　　　メヲト　＞　メウト（妻夫）
　　　マヲス　＞　マウス（申す）
　　　マヰク　＞　マウク（参来）
９　塩屋方言では ヘーレーグス という（宮城 2003：227）。
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附  大宜味村四地点音調資料
　この資料編では、簡略音声表記を採用した。破裂音は p’, t’, k’ で無気音、p、t、k で有
気音を表す。空白は未調査項目で、N/Rとあるのは無回答項目である。
　北琉球方言の音調系列（松森 2000）がわかっているものには、その系列を上付きのA、B、
Cで注記した。例えば、｢土B｣ とあるのは、方言形であるmitsa, mitɕa の北琉球祖語形が B
系列であるという意味である。
　語形の後に疑問符がある項目は、話者はその語形に自信がなかったものである。
｢針A｣ ｢血A｣ ｢乳B｣ ｢茶B｣ ｢粉B｣ ｢骨組みB｣ ｢巣B｣
大兼久 Φai  tɕi▲▼ tɕi▲▼ tɕa▲▼ hu▲▼ saN ɕi▲▼
根路銘  tɕi▲▼ ~ tɕi▲▼ tɕi▲▼ hu▲▼ saN ɕi▲▼
塩　屋 Φai  tɕi▲▼ tɕi▲▼ tɕa▲▼ Φu▲▼ saN su▲▼
津　波 pai  tɕi▲▼ tɕi▲▼ tɕa▲▼ hu▲▼ saN su▲▼
｢根性B｣ ｢豚C｣ ｢田B｣ ｢穂B｣ ｢帆A｣ ｢根B｣ ｢竿B｣
大 ga▲▼ ʔwa▲▼ ta▲▼ Φu▲▼ Φu▲▼ ni▲▼ so▲▼
根 ga▲▼ ta▲▼ Φu▲▼ Φu▲▼ ni▲▼ so▲▼
塩 ga▲▼ wa▲▼ Φu▲▼ Φu▲▼ ~ Φu▲▼ ni▲▼ so▲▼
津 ga▲▼ ʔwa▲▼ ta▲▼ pu▲▼ pu▲▼ ni▲▼ so▲▼
｢歯B｣ ｢皮B｣ ｢川A｣ ｢子A｣ ｢子C｣ ｢馬B｣ ｢綱B｣
大 Φa▲▼ ha▲▼ ha▲▼ k’wa▲▼ warabi ʔuma hina
根 Φwa▲▼ ha▲▼ ha▲▼ k’wa▲▼ ~ k’wa▲▼ warabi ʔuma
塩 Φa▲▼ ha▲▼ ha▲▼ kwa▲▼ warabi ʔuma tɕina
津 pa▲▼ ha▲▼ k’wa▲▼ ʔuma tɕina
｢水母｣ ｢毒漁B｣ ｢銛B｣ ｢銛｣ ｢島B｣ ｢相撲｣ ｢陰茎B｣
大 ʔira sasa tuga ʔigumi ɕima tani
根 ʔira sasa tuga ʔigumi ɕima ɕima tani
塩 ʔira sasa tuga ʔigimi ɕima ɕima t’ani
津 ʔira sasa tugja ʔugimu ɕima tani
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｢種A｣1 ｢食欲｣ ｢釘A｣ ｢鍋C｣ ｢柱C｣ ｢烏賊A｣ ｢蛸B｣
大 sani kara k’ugi nabi Φaja ~ Φaja ʔikk’a▲▼ t’ahu
根 sani kara k’ugi nabi Φaja ʔik’a t’ahu
塩 sani kara k’ugi nabi Φaja ~ Φaja ʔikk’a▲▼ t’aku
津 sani kara k’ugi nabi paja ʔik’ja t’ahu
｢手長蛸｣ ｢海豚C｣ ｢臼C｣ ｢妻A｣ ｢猫｣ ｢枡C｣ ｢枡C｣
大 ɕigai Φit’u ʔusu t’uʑi maja▲▼ tɕiga k’o▲▼ΦaN
根 ɕigai hit’u ʔusu t’uʑi maja▲▼ tɕiga 2 k’o▲▼ΦaN
塩 ɕigai ʔusu t’uʑi maja▲▼ tɕiga k’o▲▼ΦaN
津 ɕigai pit’u ʔusu tuʑi maja▲▼ tɕiga k’jo▲▼ΦaN
｢陸A｣ ｢谷間｣ ｢耳B｣ ｢鱗｣ ｢芋B｣ ｢松C｣
大 ʔagi sahu mimi ʔikk’i ʔumu matɕi
根 ʔagi sahu mimi ʔikk’i ʔumu mattɕi, matɕigi▲▼
塩 ʔagi N/R mimi ʔikk’i ʔumu mattɕi, mattɕigi▲▼
津 ʔagi sahu mimi ʔik’i ʔumu mattɕi, mattɕigi▲▼
｢部落の
｢鞍A｣ ｢倉B｣ ｢滝｣ ｢帯C｣ ｢帯C｣ 守り神｣ ｢杖C｣
大 k’ura k’ura k’ikk’ibi maku gusani
根 k’ura k’ura t’aki kikk’ibi mak’u gusani
塩 k’ura N/R ʔu▲▼bi kikk’ibi mak’u gusani
津 k’ura k’ura t’aki ʔu▲▼bi k’ikk’ibi mak’ju▲▼ gusani
｢海胆C｣ ｢鰻C｣ ｢虱｣ ｢虱の卵｣ ｢褌C｣ ｢女性用下着｣
大 gaɕiɕi ʔunagi sa▲▼mi gisaɕi sanagi me▲▼tsa▲▼
根 gaɕiɕi ~ gaɕiɕi ʔunagi ~ ʔunagi sa▲▼mi N/R sanagi me▲▼tsa▲▼ 3
塩 gaɕiɕi ʔunagi sa▲▼mi gisaɕi sanagi me▲▼tɕa▲▼
津 gaɕiɕi ʔunagi sa▲▼mi gisaɕi sanagi me▲▼tɕa▲▼ 4
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｢アデク｣ 5 ｢梯梧｣ 6 ｢蘇鉄C｣ ｢ヤブニッケイ｣ ｢疣C｣ ｢備える飯C｣
大 ʔarik’u sut’itɕi tɕigumi k’utɕibi ʔubuku
根 ʔarik’u di▲▼gu sut’itɕi ʑuk’umu k’utɕibi ʔubuku
塩 ʔarik’u N/R sutitɕi ~ sutitɕi ʑik’umu k’utsubi ʔubuku
津 ʔarik’u di▲▼gu sut’itɕi N/R k’utɕibi ʔubuk’u
｢バッタ｣ ｢蚊C｣ ｢腰C｣ ｢腰｣ ｢尻｣ ｢鳳仙花｣
大 gazami gamak’u jo▲▼ra tumu tinɕagu
根 gatta gazami gamak’u jo▲▼ra 7 tumu tintɕagu
塩 gazami gamak’u jo▲▼ra tumu  ?
津 gaata gazami gamak’u jo▲▼ra tumu, tumuzisi tintɕagu
｢苺C｣ ｢蚯蚓C｣ ｢百足C｣ ｢梟｣ ｢トンボC｣ ｢燕｣
大 ʔittɕibi mimiza muk’aʑi tɕikk’uhu ʔakk’e▲▼zu▲▼ haʑiΦuk’imatt’aro▲▼,
matt’aro▲▼
根 ʔittɕibi mimiza▲▼ muk’aʑi tɕikk’o▲▼hu ʔa▲▼ke▲▼zu matt’e▲▼ra
塩 ʔittɕibi mimizu muk’a▲▼ʑi tɕikk’o▲▼hu tombo matt’e▲▼ra▲▼
津 ʔitɕibi mimiʑa muka▲▼ʑi tɕik’oho ʔak’e▲▼zu mat’e▲▼ra
 ｢小便｣ ｢誕生祝い｣ ｢真鯊｣ ｢百合｣ ｢藁編み敷物｣ ｢やかんの注ぎ口C｣
大 mansaN N/R p’irimaŋgo▲▼ nukubu▲▼ bi▲▼
根 sube▲▼ mansaN ʔi▲▼ba▲▼ juinugo▲▼ nuk’ubuk’u p’i▲▼ ~ p’i▲▼
塩 su▲▼be▲▼ mansaN ʔi▲▼ba▲▼ jui nuk’ubuhu N/R
津 su▲▼be▲▼ mansaN ʔi▲▼ba▲▼ juinugo▲▼ nukubu p’i▲▼
｢刺A｣ ｢菓子｣ ｢ざるC｣ ｢篭｣ ｢背負い篭C｣ ｢塩C｣ ｢瓦C｣
大 ʔiŋgi k’wa▲▼ɕi so▲▼ki kiru ma▲▼su ha▲▼ra
根 ʔiŋgi k’wa▲▼ɕi so▲▼ki ba▲▼ki tiru ma▲▼su ha▲▼ra
塩 ʔiŋgi k’wa▲▼ɕi so▲▼k’i ba▲▼k’i tiru ma▲▼su ha▲▼ra
津 ʔiŋgi k’wa▲▼ɕi so▲▼k’i ba▲▼k’i tiru ma▲▼su ha▲▼ra
｢斧｣ ｢車輪梅C｣ ｢茸C｣ ｢年上｣ ｢亀B｣ ｢水鶏｣ ｢漁場｣
大 ʔu▲▼nu te▲▼tɕi naba ha▲▼mi humiru suni
根 ʔu▲▼nu te▲▼tɕi na▲▼ba ɕi▲▼za ha▲▼mi humiru suni
塩 ʔu▲▼nu t’e▲▼tɕi naba ɕi▲▼za ha▲▼mi humiru suni
津 ʔu▲▼nu t’e▲▼tɕi na▲▼ba ɕi▲▼za ha▲▼mi humidui suni ?
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｢蝶C｣ ｢松明｣ ｢蹴爪C｣ ｢蹄｣ ｢新芽｣
大 habe▲▼ru, tso▲▼tso▲▼ te▲▼ tɕimagu ɕimmi▲▼
根 tabe▲▼ru te▲▼bi▲▼ tɕinugi tɕimagu minzuru
塩 taΦe▲▼ru te▲▼ hirugi tɕimagu N/R
津 pabe▲▼ru te▲▼, te▲▼bi▲▼ tɕinugi tɕimagu N/R
｢巫女A｣ ｢ノロ｣ ｢旱魃｣ ｢埃A｣ ｢土埃｣ 8 ｢翡翠｣
大 N/R N/R p’a▲▼i Φukk’ui ha▲▼nuhanru▲▼
根 jut’a▲▼ nu▲▼ru p’a▲▼i Φukk’ui puɕikuN ha▲▼numanzui
塩 jut’a▲▼ nuru p’a▲▼i 9 Φukk’ui p’uɕik’uN N/R
津 jut’a nuru p’jai p’ukk’ui p’usukumi haahanʑe▲▼mu
｢喉｣ ｢胎盤｣ ｢山羊｣ ｢咳｣ ｢へご｣ ｢薊｣ ｢海松｣
大 nuri▲▼ ʔija pi▲▼za▲▼ sahui higu ʔazama biru
根 nu▲▼ri▲▼ ʔija higu ʔazama N/R
塩 nu▲▼ri▲▼ ʔija p’i▲▼za▲▼ saΦui Φigu ʔazama biru
津 nu▲▼ri▲▼ ʔija p’i▲▼za▲▼ sahui pigu ʔazama biru
｢海人草｣ ｢もずく｣ ｢茨藻｣ ｢野葡萄｣ ｢ヌマエビ｣ ｢ヒヨドリ｣
大 nattso▲▼ra mo▲▼i hanibu  p’u▲▼ɕi
根 nattɕo▲▼ra sunui mo▲▼i hanibu ɕe▲▼  p’u▲▼ɕi
塩 nattɕo▲▼ra moi N/R ɕe▲▼  p’u▲▼su
津 natso▲▼ra sunui moi hanibu ɕe▲▼  p’ju▲▼ɕi
 ｢昔｣ ｢叺｣ ｢広い所A｣ ｢外・空地｣ ｢ヤケヤスデ｣ ｢蛭｣ ｢ダニ｣
大 muk’aɕi kamaʑi▲▼ N/R ʔara▲▼ ʔamiʑi N/R tanni
根 muk’aɕi k’amaʑi▲▼ ma▲▼ ʔara▲▼ N/R p’iru tanni
塩 mukaɕi hamaʑi▲▼ ma▲▼ ʔara▲▼ ʔamiʑi N/R tanni
津 muk’a▲▼ɕi hamaʑi▲▼ mja▲▼ ʔa▲▼ra▲▼ ʔamiʑi p’iru tani
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｢蟷螂｣ ｢小枝の薪｣ ｢蕪｣ ｢筌
うえ
｣ ｢土B｣ ｢土砂｣
大 ma▲▼mi▲▼sa▲▼tu▲▼ ʔuzura ʔuri▲▼ ~ ʔuri▲▼ N/R mitsa ʔiΦu
根 sa▲▼ru▲▼, sa▲▼ru▲▼me▲▼ ʔakuta N/R N/R mitsa ʔiΦu
塩 N/R N/R N/R ʔanniku 10 mitɕa ʔiΦu
津 sa▲▼tu▲▼me▲▼ ʔuzura▲▼ ʔundi▲▼ ʔanik’u mitɕa ʔiΦu
｢機｣  ｢筬｣ ｢鯵｣ ｢鯔｣ ｢鯔の子｣ ｢鮎｣ ｢アイゴの稚魚｣
大 Φat’a Φuruk’i gattsuN sak’uci tɕikk’wa ɕik’u
根 gattsuN sakuci tɕikk’wa ʔaju ɕik’u
塩 gattsuN sak’uci tɕikk’wa suk’u
津 pata Φudutɕi gattsuN sak’uci tɕik’a ʔaju suku
｢畚｣ ｢負債｣ ｢穴塞ぎ｣ ｢荒地｣ ｢朝C｣ ｢昼｣ ｢木の芯｣
大 ʔo▲▼ra ʔukk’a hu▲▼ mo▲▼ hit’imit’i ɕik’ama N/R
根 ʔukk’a k’u▲▼ mo▲▼ hit’imit’i
塩 ʔukk’a mo▲▼ hit’imit’i ɕik’ama ʔi▲▼
津 ʔo▲▼da ʔukk’a hu▲▼ mo▲▼ hit’imit’i ʔaɕik’e▲▼ʔui ʔi▲▼
  ｢懐｣  ｢もろみ｣ ｢大瓶｣  ｢妾｣ ｢鑢｣ ｢箍｣ ｢小型の篩｣
大 Φutsuk’u murui 11 Φanru▲▼ ju▲▼be▲▼ jaɕi▲▼ ɕi▲▼nu▲▼
根 Φutsuk’uru murumi Φwandu▲▼ ju▲▼be▲▼ jaɕi▲▼ ɕi▲▼no▲▼
niŋguru▲▼
塩 Φutsuk’uru murumi Φando▲▼ ju▲▼be▲▼ jaɕi▲▼ taga ɕi▲▼no▲▼
津 p’utsuk’u murumi panro▲▼ ju▲▼be▲▼ jaɕi▲▼ taga tinri▲▼
｢泉｣ ｢雷｣ ｢三ツ口｣  ｢網代｣ ｢貝B｣ ｢優れている｣ ｢不仲｣
大 wak’u hannai suba▲▼ ʔinna nusari k’uk’u
根 wak’u hannai ʔinna nusari N/R
塩 waku hannami tɕinubu ʔinna N/R N/R
津 waku hamami panasak’a tɕinubu ʔimja nusari k’uk’u 12
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｢黴A｣ ｢鞭A｣ ｢棒｣ ｢アカマタ｣ ｢ヒメハブ｣ ｢ハイ｣ ｢野菜類｣
大 ho▲▼ʑi bui bo▲▼ ʔak’amat’a▲▼ hupp’a p’a▲▼nni ʔuzuru
mat’amba
根 bui bo▲▼ ʔak’ama▲▼t’a▲▼ hupp’a p’anni▲▼ N/R
塩 ho▲▼ʑi bui bo▲▼ ma▲▼tambe▲▼k’u▲▼ hupp’a p’anni ʔuzuru
ʔak’ama▲▼t’a▲▼
津 ho▲▼ʑi bui bo▲▼ mat’amba hupp’a p’janni▲▼ ʔuzuru
｢刺青｣ ｢勝負事｣ ｢損｣ ｢灯芯｣ ｢箒｣ ｢昼食｣ ｢鋤｣
大 Φaʑik’i su▲▼Φu Φo▲▼ki ʔaɕɕi▲▼ N/R
根 haʑik’i su▲▼bu 13 ɕiN ʔaɕɕi▲▼ ʔuzai
塩 haʑiki su▲▼Φu suN ɕiN Φo▲▼k’i Φimme▲▼ 14 ʔuzai
津 paʑiki su▲▼bu suN ɕiN po▲▼ki ʔaɕɕi▲▼ ʔuzai
｢ヤドカリ｣ ｢ほら貝｣ ｢今年｣ ｢竪杵｣ ｢横杵｣ ｢ツワブキ｣ 
大 hut’abi ʔaʑimu tɕitɕi tɕiΦaΦu
hut’uɕi
根 ʔammaN bura hut’uɕi 15 ʔaʑimu tɕiΦaΦu
塩 bura▲▼ hut’abi ʔaʑimi N/R tɕiΦaΦu
津 ʔamamo▲▼ bura hut’abi ʔaʑimi ʔaʑima▲▼ tɕiΦaΦu
｢ご馳走｣ ｢扣棗｣ ｢魔物A｣ ｢しゃもじC｣ ｢皆｣ ｢簡単に｣
大 k’wakk’i▲▼ ko▲▼sa▲▼ maʑimuN ʔibe▲▼ra t’itt’a▲▼mi
根 k’wattɕi▲▼ 16 maʑimuN muru t’ett’a▲▼mi
塩 k’wakk’i▲▼ go▲▼Φa▲▼ maʑimuN ʔibe▲▼ra muru t’ett’eN
津 k’wakk’i▲▼ k’o▲▼sa▲▼ muru t’ett’a▲▼mi
｢どこの人か｣ ｢自分のシマの名称｣
大 za▲▼-nu tsu▲▼-ga haniku（大兼久）
ʔigimi（大宜味）
根 ʑa▲▼-nu tsu▲▼-ga nirumi 
塩 za-n-tsu-ga,  za▲▼-nu-ga sa▲▼
津 da▲▼-nu tsu▲▼-ga tɕipa
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註
１　 北琉球祖語ではA系列であるが、八重山方言である石垣方言と鳩間方言ではB/C系列対
応になっており、また本土ではいわゆる「金田一語彙」の二音節名詞第３類に対応す
ることから、琉球祖語ではB系列だったと思われる。
２　三味線の胴をいう。
３　Φa▲▼ma も
４　hakama も
５　田嘉里方言は adik’u。
６　田嘉里方言は di▲▼gu。
７　胸から脇をいう。
８　喜如嘉方言では ФutɕikuN（新里 1987：107）。
９　 ｢旱魃｣ ではなく、｢晴れ間が続く期間｣ の意。
10　腰にかける篭。ʔannikuba▲▼ki とも。
11　田嘉里方言も murui。
12　 ｢愛想が悪い｣ の意。
13　高江洲（2008：91）には スーフ とある。
14　ʔaɕɕii ｢朝食｣
15　hut’abi ｢今度｣
16　高江洲（2008：62）では k’wa▲▼kk’i▲▼ を表すと思われる表記になっている。
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